
  

 

研究課題名：家畜排せつ物を利用したケナフの栽培に関する研究

研究担当者：
 高知大学農学部 鮫島一彦、桜井孝志

成果を一言で言えば： 

 高知大学付属農場の牛ふんを用いて繊維作物であるケナフを栽培し、循環型のケナフ利用体系
を構築するための基礎デ-タを得ることができた。

研究の概要： 
牛糞厩肥（敷料としての鋸屑、飼料残さが混入）を約1ヶ月堆積したものをマニュアスプレッダ-（堆
肥散布機）で、821平方メ-トルの圃場（高知県南国市の高知大学農学部付属農場）に施肥した。施
肥量は3等分した面積に0トン、4トン、8トンである。 播種、収穫作業にはスタ-社製のバキュ-ムシ-
ダ-MVS2000、フラボリ-社製のコ-ンハ-ベスタ-946、共立マルチチッパ-を利用した。4頭の肥育牛
（体重500Kg）の敷料として40Kgの乾燥ケナフ全茎裁断原料を投入し、敷料としての利用可能性に
つても検討した。この場合、3,5日目に10Kgを追加した。 

成果の概要： 

 （1）牛糞厩肥の含水率は約60％程度であった。ケナフに対して何ら生育阻害は認められず、約20
～30トン/haの乾燥茎が収穫された。これはこれまでわれわれが測定した約16トン/haの2倍近い収
量である。日本においても栽培条件を充分検討すればこの程度の収量が得られることが明らかに
なった。 
 （2）播種、収穫、切断処理機械は問題なく作動した。栽培を含む作業別の機械化と作業効率のさ
らなる向上が期待される。ここで用いたチッパ-は目的に併せた切断が可能であり、従来問題とされ
てきた、強靱な靭皮繊維の巻き付きなどの問題も無いことが明らかになった。 
 （３）敷料としての利用可能性につても検討した。何ら特に問題は生じなかった。むしろ、これまで
使用していた鋸屑に較べ汚染が少ないようであった。今後さらに、含水率（吸水量）の推移、牛の横
臥行動などの調査を行い、ケナフの敷料としての性能を科学的に明らかにする必要がある。

研究成果が畜産環境保全技術として実際に活用されると思われる場面： 

 畜産現場および地域農家さらには都市住民の国産製品購入意識との連携が可能で、ケナフの栽
培、利用の価値が理解された場合には多くの場面で利用が可能であろう。 

研究成果が畜産環境保全技術として実際に活用するための条件： 

1. 地場産業の中にケナフ繊維の利用が可能な産業の存在すること（例えば製紙産業やボ-ド工場
など）。 
2. 畜産現場でのケナフの利用体系が構築されること（敷きわらなど）。 
3. 作業機械が有効活用できること。 

成果を反映した実証施設等の有無：
 なし 

成果を反映した特許等の取得又は製品化の有無・その他：

 なし

この成果に対する問い合わせ先・担当者： 

高知大学農学部 鮫島一彦

FAX優先、電話、留守電 088-864-5142

研究装置の概略、研究構成の概略、成果をよく表現するデータの図表等： 

第1表：高知大学付属農場におけるケナフ栽培結果 
(2000―2001年)

施肥 
** 
 
ton

収穫 
月日 

平均 
本数 
*

平均
茎高
* 
 m

平均 
茎径 
* 
 cm

生葉 
重量 
* 
 kg

生茎
重量
* 
 kg

生茎
含水
率 
 ％

風乾
含水
率 
 ％

収穫 
量 
(ton/
ha)



（注）栽培地の東西南北端を避けて、各肥施区の中心から南側5列1メートル（11/13）、 
   北側4列1メートル（1/18）収穫した 
 *0.75平方メートル当たり、5箇所（11/13）および4箇所（1/18）測定の平均 

**4t/274m2＝1.46t/a,8t/274m2＝2.92t/a
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